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衆
議
院
議
員
若
井
康
彦
君
提
出
都
市
鉄
道
の
経
営
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
独
立
し
た
事
業
主
体
で
あ
り
、
そ
の
経
営
は
、
本
来
、
当
該
第
三
セ
ク
タ
ー
の
自
助
努
力

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
下
鉄
等
の
都
市
鉄
道
事
業
を
行
う
第
三
セ
ク
タ
ー

は
、
巨
額
な
初
期
投
資
に
伴
い
資
本
費
負
担
が
相
当
重
い
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
設
立
、
運
営
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が

主
導
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
出
資
比
率
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
政
府

に
お
い
て
も
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
支
援
に
対
し
て
所
要
の
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
入
居
人
口
の
伸
び
悩
み
等
の
た
め
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
北
総
開
発
鉄
道
株
式

会
社
（
以
下
「
北
総
開
発
鉄
道
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
千
葉
県
、
住
宅
・
都
市
整
備

公
団
（
平
成
十
一
年
十
月
一
日
以
降
は
都
市
基
盤
整
備
公
団
。
以
下
通
じ
て
「
住
都
公
団
」
と
い
う
。
）
、
京
成
電
鉄
株
式

会
社
（
以
下
「
京
成
電
鉄
」
と
い
う
。
）
及
び
北
総
開
発
鉄
道
と
い
っ
た
関
係
者
間
の
調
整
に
よ
り
、
出
資
、
融
資
等
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
政
府
に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
三
月
か
ら
、
北
総
開
発
鉄
道
が
有
す
る
日
本

一



鉄
道
建
設
公
団
（
平
成
十
五
年
十
月
一
日
以
降
は
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
。
以
下
通
じ
て

「
鉄
道
公
団
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
債
務
に
つ
い
て
、
返
済
猶
予
期
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
償
還
期
間
を
十
年
間
延
長

す
る
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
償
還
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
八
月
に
出
さ
れ
た
運
輸
政
策
審
議
会
答
申
「
中
長
期
的
な
鉄
道

整
備
の
基
本
方
針
及
び
鉄
道
整
備
の
円
滑
化
方
策
に
つ
い
て
〜
新
世
紀
の
鉄
道
整
備
の
具
体
化
に
向
け
て
〜
」
（
以
下
「
本

答
申
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
第
三
セ
ク
タ
ー
が
行
う
都
市
鉄
道
の
整
備
に
当
た
っ

て
鉄
道
事
業
の
収
支
採
算
性
を
見
込
む
上
で
前
提
と
な
る
償
還
期
間
を
、
「
現
行
の
「
三
十
年
」
か
ら
「
四
十
年
」
程
度
に

延
長
す
る
こ
と
が
適
当
」
で
あ
る
と
の
提
言
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
答
申
が
出
さ
れ
た
以
降
に
整
備
が
行
わ
れ
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
答
申
の
考
え
方
を
基
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
北
総
・
公
団
線
（
京
成
高
砂
・
印
旛
日
本
医
大

間
。
三
十
二
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
は
、
本
答
申
が
出
さ
れ
る
前
に
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

本
答
申
に
お
い
て
、
「
地
方
公
共
団
体
が
主
導
し
て
鉄
道
整
備
を
行
う
に
あ
た
り
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
を
採
用
す
る
場
合

二



に
は
、
（
中
略
）
第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
出
資
比
率
を
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
す
る
な
ど
に
よ
り
、
経
営
に
関
す
る
主

導
的
な
地
位
を
地
方
公
共
団
体
が
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府

と
し
て
も
、
鉄
道
整
備
を
行
う
に
当
た
り
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
は
、
経
営

に
関
す
る
主
導
的
な
地
位
を
地
方
公
共
団
体
が
確
保
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
京
成
高
砂
・
成
田
空
港
間
（
五
十
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
、
京
成
電
鉄
が
、
整
備
目
的
や
整
備
主

体
等
の
異
な
る
四
路
線
を
使
用
し
て
、
東
京
か
ら
成
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
鉄
道
を
運
行
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
空
港
ア
ク

セ
ス
鉄
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
設
の
鉄
道
施
設
の
有
効
活
用
や
利
用
者
の
利
便
の
向
上
等
の
諸
状
況
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
最
も
適
切
な
整
備
・
運
行
主
体
を
確
立
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
事
業
認
可
」
と
は
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
三
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
の
譲
渡

価
額
の
認
可
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
譲
渡
価
額
は
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令

第
二
十
三
号
）
第
九
条
第
一
項
に
お
い
て
、
当
該
鉄
道
施
設
又
は
軌
道
施
設
の
建
設
又
は
大
改
良
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
鉄

道
公
団
が
負
担
し
た
額
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
三
年
三
月
に
、
当
該
規
定
に
の
っ
と
っ
て
、
適
切
に
譲
渡
価
格
の
認
可
が
な

三



さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
右
に
述
べ
た
譲
渡
価
格
の
認
可
に
際
し
て
は
、
政
府
に
お
い
て
、
「
何
ら
か
の
条
件
」
を
付
け
る
こ
と
は
し
て
い

な
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
な
ど
に
よ
る
都
市
鉄
道
（
以
下
「
三
セ
ク
都
市
鉄
道
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
開
業

後
、
輸
送
実
績
が
予
測
を
下
回
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
沿
線
地
域
の
開
発
が
当

初
予
定
よ
り
進
ま
な
い
こ
と
等
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
鉄
道
整
備
に
要
し
た
費
用
の
回
収
の
遅
れ
の

原
因
と
な
り
、
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
実
情
も
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
、

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
に
際
し
て
は
、
鉄

道
事
業
者
に
対
し
、
沿
線
開
発
等
の
見
通
し
に
つ
い
て
慎
重
に
判
断
し
、
過
去
の
鉄
道
の
事
例
等
を
十
分
に
踏
ま
え
て
よ
り

精
度
の
高
い
需
要
予
測
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
運
賃
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
事
業
者
が
良
質
な

鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら

そ
の
水
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

四



な
お
、
三
セ
ク
都
市
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は

こ
れ
ま
で
も
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の
財
政
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経

営
悪
化
が
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
懸
念
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
と
も
三
セ
ク
都
市

鉄
道
の
経
営
の
健
全
化
の
促
進
と
、
地
方
公
共
団
体
の
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
平
成
六
年
六
月
二
十
八
日
付
け
覚
書
（
以
下
「
本
覚
書
」
と
い
う
。
）
は
、
千
葉
県
、
住
都
公
団
、
京
成
電
鉄

及
び
北
総
開
発
鉄
道
の
間
で
北
総
開
発
鉄
道
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
支
援
策
の

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
政
府
に
お
い
て
も
そ
の
経
過
を
把
握
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
運
賃
改
定
に
関
し
て
は
、

本
覚
書
に
お
い
て
、
「
北
総
開
発
鉄
道
株
式
会
社
は
、
平
成
六
年
度
中
に
運
賃
改
定
を
行
い
、
そ
れ
以
降
概
ね
三
年
ご
と
に

十
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
途
に
運
賃
の
改
定
を
行
う
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

本
覚
書
が
結
ば
れ
た
当
時
、
運
賃
改
定
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
運
輸
大
臣
（
当
時
）
の
認

可
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
、
当
該
認
可
は
、
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価

を
償
い
、
か
つ
、
適
正
な
利
潤
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
等
の
基
準
に
よ
っ
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

五



て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
覚
書
に
運
賃
改
定
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
運
輸
大
臣
（
当
時
）
と
し
て
は
、
そ

の
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
当
該
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
を
審
査
し
た
上
で
運
賃
改
定

の
認
可
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
覚
書
に
運
賃
改
定
に
関
す
る
記
述
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
法
第
十
六
条
の
規
定
に
抵
触
す

る
の
で
は
な
い
か
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
北
総
開
発
鉄
道
に
よ
る
二
回
の
運
賃
改
定
に
つ
い
て
も
、
北
総
開
発
鉄
道
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
当
該

基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
を
審
査
し
た
上
で
認
可
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
京
成
電
鉄
か
ら
北
総
開
発
鉄
道
に
支
払
わ
れ
る
線
路
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
線
路
使
用
料
そ
の
他
の
使
用
条
件
に
つ
い
て
は
、
同
条

第
三
項
に
お
い
て
、
鉄
道
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
認

可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
北
総
開
発
鉄
道
か
ら
認
可
申
請
が
行
わ
れ
た
と
き
に
は
、
当
該

基
準
に
基
づ
き
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

十
に
つ
い
て

六



都
市
基
盤
整
備
公
団
（
以
下
「
都
市
公
団
」
と
い
う
。
）
と
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
「
千
葉
ニ
ュ
ー

鉄
道
」
と
い
う
。
）
と
の
間
に
お
け
る
第
三
種
鉄
道
事
業
の
譲
渡
及
び
譲
受
に
際
し
て
は
、
都
市
公
団
が
有
し
て
い
る
第
三

種
鉄
道
事
業
に
係
る
権
利
義
務
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
鉄
道
に
対
し
て
包
括
的
に
承
継
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
線
路
使
用

料
そ
の
他
の
使
用
条
件
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
千
葉
ニ
ュ
ー
鉄
道
に
承
継
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
線
路
使
用
料
そ
の
他
の
使

用
条
件
は
、
九
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
法
第
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
、
鉄
道
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
支
障

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
認
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
一
義
的
に
は
当

事
者
間
の
契
約
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
施
設
使
用
料
を
安
く
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

千
葉
ニ
ュ
ー
鉄
道
と
北
総
開
発
鉄
道
と
の
間
で
自
主
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
鉄
道
事
業
者
は
、
法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
運
賃
の
上
限
の
範
囲

内
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
届
出
を
行
う
こ
と
に
よ
り
自
由
に
運
賃
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
通

学
定
期
旅
客
運
賃
の
引
下
げ
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
北
総
開
発
鉄
道
が
自
主
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
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